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十
住
心
批
判
に
対
す
る
東
密
側
の
反
論
に
つ
い
て

橋

本

文

子

一
︑
問
題
の
所
在

十
住
心
思
想
と
は
︑
弘
法
大
師
空
海
︵
七
七
四
︱
八
三
五
︶
に
よ
っ
て
︑﹃
大
日
経(�

)﹄﹁
住
心
品
﹂
の
心
続
生
段
を
根
拠
に
︑
菩
提
心

の
展
開
の
階
梯
を
十
箇
の
教
判
論
と
し
て
整
備
さ
れ
た
思
想
体
系
で
あ
り
︑
真
言
教
学
の
根
幹
を
な
す
教
判
論
で
あ
る
︒
こ
の
思
想

を
大
成
し
た
著
作
が
﹃
秘
密
曼
荼
羅
十
住
心
論(�

)﹄
︵
以
下
﹃
十
住
心
論
﹄︶
と
﹃
秘
蔵
宝
鑰(�

)﹄
︵
以
下
﹃
宝
鑰
﹄︶
で
あ
る
が
︑
成
立
年
代

に
関
し
て
は
︑
通
説
で
前
者
が
先
と
見
な
さ
れ
て
い
る
︒
ま
た
前
者
の
﹃
十
住
心
論
﹄
は
未
完
の
ま
ま
伝
存
し
て
お
り
︑
そ
の
成
立

背
景
や
内
容
の
点
に
お
い
て
未
だ
明
確
で
な
い
こ
と
が
多
い
︒

さ
て
︑
空
海
に
よ
っ
て
呈
示
さ
れ
た
十
住
心
思
想
に
は
︑
内
容
上
い
く
つ
か
の
問
題
が
存
在
す
る
︒
そ
の
中
で
最
も
注
目
さ
れ
る

の
は
第
八
住
心
︵
一
道
無
為
住
心
︶
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
天
台
宗
と
第
九
住
心
︵
極
無
自
性
住
心
︶
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
華
厳
宗
の
配

釈
で
あ
ろ
う
︒
こ
の
配
釈
を
到
底
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
天
台
宗
と
︑
十
住
心
思
想
を
宗
是
と
す
る
真
言
宗
は
︑
こ
の
配
釈
に
関
し
て

論
駁
の
応
酬
を
長
く
続
け
て
き
た
︒
近
代
で
は
獅
子
王
円
信
氏(�

)や
那
須
政
隆

氏(	
)の
論
考
が
代
表
的
で
あ
る
︒
し
か
し
そ
の
多
く
は
初

期
の
論
駁
と
は
異
な
り
︑
論
義
が
栄
え
た
中
世
期
以
降
の
学
匠
と
同
じ
よ
う
に
︑
自
身
の
所
属
す
る
宗
派
の
立
場
の
正
当
性
の
み
を

誇
示
す
る
内
容
で
︑
そ
の
本
質
的
問
題
ま
で
到
達
し
て
い
な
い
印
象
を
受
け
る
︒

よ
っ
て
筆
者
は
第
八
・
第
九
住
心
配
釈
問
題
に
お
け
る
東
・
台
密
間
の
論
駁
史
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
新
た
な
変
化
を
︑
弘
法

仙
石
山
仏
教
学
論
集
第
五
号

平
成
二
二
年
四
月

一



大
師
以
降
の
東
密
に
お
け
る
十
住
心
思
想
の
展
開
史
と
し
て
捉
え
る
︒
具
体
的
に
は
平
安
後
期
か
ら
中
世
前
期
ま
で
の
東
密
側
の
言

及
の
動
向
と
︑
そ
こ
で
扱
わ
れ
た
先
学
の
問
題
意
識
や
内
容
の
詳
細
な
検
討
に
よ
っ
て
︑
十
住
心
思
想
の
展
開
史
を
整
理
・
体
系
化

す
る
︒
こ
れ
に
よ
り
︑
空
海
の
十
住
心
思
想
の
原
像
に
迫
る
こ
と
を
︑
最
終
目
標
と
し
た
い
︒

本
稿
で
は
こ
の
研
究
課
題
の
一
環
と
し
て
︑
筆
者
の
先
行
研
究(


)
で
扱
っ
た
﹃
十
住
遮
難
抄(�

)﹄
︵
以
下
﹃
遮
難
抄
﹄︶
に
影
響
を
与
え

た
可
能
性
の
あ
る
論
駁
書
の
内
容
に
つ
い
て
︑
自
身
の
先
行
研
究
の
再
検
討
を
含
め
考
察
し
て
い
き
た
い
︒

二
︑
十
住
心
批
判
に
対
す
る
東
密
側
か
ら
の
反
論
︱
主
に
実
範
と
信
証
に
つ
い
て
︱

空
海
の
建
立
し
た
十
住
心
に
よ
る
教
判
論
に
対
し
︑
第
九
住
心
に
配
釈
さ
れ
た
華
厳
宗
よ
り
も
下
の
第
八
住
心
に
配
釈
さ
れ
た
天

台
宗
側
が
︑
そ
の
こ
と
を
看
過
で
き
る
筈
も
な
く
︑
ま
ず
口
火
を
切
っ
て
批
判
を
行
っ
た
の
は
智
証
大
師
円
珍
︵
八
一
四
︱
八
九
一
︶

の
﹃
大
日
経
指
帰
﹄
で
あ
る
︒
以
下
に
そ
の
一
文
を
挙
げ
よ
う
︒

【引
用
一
】

或
立
十
住
心
︒
判
一
代
教
︒
未
合
此
疏
︒
不
足
為
論
耳(�

)︒

【訓
読
文
】

或
は
十
住
心
を
立
て
て
一
代
の
教
を
判
ず
︒
未
だ
此
の
疏
と
合
せ
ず
︒
論
と
為
す
に
足
ら
ざ
る
の
み
︒

円
珍
は
こ
の
よ
う
に
︑﹃
大
日
経
指
帰
﹄
の
内
容
と
合
致
し
な
い
こ
と
を
理
由
に
︑
十
住
心
思
想
へ
の
不
快
感
を
隠
さ
な
い
︒
こ

の
こ
と
は
そ
の
後
の
論
駁
史
の
行
方
を
暗
示
し
て
お
り
︑﹃
大
日
経
義
釈
﹄
︵﹃
大
日
経
疏
﹄︶
と
十
住
心
思
想
と
の
整
合
性
に
つ
い
て
︑

十
住
心
批
判
に
対
す
る
東
密
側
の
反
論
に
つ
い
て
︵
橋
本
︶

二



議
論
が
集
中
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
︒

そ
の
後
︑
五
大
院
安
然
︵
八
四
一
～
八
八
九
︱
︶
の
﹃
教
時
問
答
﹄
で
は
︑
師
の
円
仁
︵
七
九
四
︱
八
六
四
︶
の
﹃
金
剛
頂
経
疏(�

)﹄
な

ど
を
基
に
︑
さ
ら
な
る
具
体
的
な
批
判
を
お
こ
な
い
︑
伝
教
大
師
最
澄
︵
七
六
六
︑
一
説
七
六
七
～
八
二
二
︶
の
目
し
た
円
密
一
致
思

想
の
完
成
を
成
功
せ
し
め
た
と
さ
れ
る
︒
こ
の
安
然
の
十
住
心
批
判
に
対
し
て
約
二
〇
〇
年
後
︑
東
密
側
か
ら
の
論
駁
と
し
て
中
川

実
範
︵
？
︱
一
一
四
四
︶
が
﹃
大
経
要
義
鈔
﹄
︵
以
下
﹃
要
義
鈔
﹄︶
を
提
出
し
た
︑
と
す
る
の
が
大
方
の
先
行
研
究
で
の
見
解
で
あ
る(

)︒
10

ま
た
実
範
は
﹃
遮
難
抄
﹄
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
一
人
で
も
あ
る(

)︒
11

こ
の
実
範
は
中
川
︵
現
在
の
奈
良
県
木
津
川
市
︶
の
光
明
山
寺
に
お
い
て
︑
後
に
盛
ん
に
な
る
戒
律
復
興
運
動
の
先
駆
的
活
動
を
行

い
︑
ま
た
晩
年
は
浄
土
教
へ
帰
心
し
た
た
め
︑
そ
れ
ら
の
方
面
か
ら
の
研
究
は
進
ん
で
い
る(

)︒
最
近
で
は
苫
米
地
誠
一
氏
に
よ
る
一

12

連
の
研
究
が
︑
東
密
学
匠
と
し
て
の
実
範
と
い
う
見
地
に
立
っ
て
い
る
︒
し
か
し
実
範
に
お
け
る
密
教
思
想
の
全
貌
解
明
は
︑
ま
だ

始
ま
っ
た
ば
か
り
と
い
う
印
象
を
受
け
る(

)︒
13

さ
て
︑
今
回
新
た
に
筆
者
が
考
察
す
る
の
は
︑﹃
遮
難
抄
﹄
に
影
響
を
与
え
た
可
能
性
の
あ
る
も
う
一
人
の
東
密
側
の
人
物
︑
仁

和
寺
の
信
証
︵
一
〇
八
六
︱
一
一
四
二
︶
の
論
駁
で
あ
る
︒
信
証
は
実
範
と
ほ
ぼ
同
時
代
に
生
存
し
て
い
る
が
︑
光
明
山
寺
と
仁
和
寺

の
具
体
的
な
交
流
の
実
態
は
︑
光
明
山
寺
が
早
く
か
ら
廃
寺
に
な
っ
て
い
る
上
︑
仁
和
寺
に
も
資
料
が
残
っ
て
い
な
い
た
め
不
明
で

あ
る
︒

信
証
は
﹃
大
毘
盧
遮
那
経
住
心
鈔(

)﹄
︵
以
下
﹃
住
心
鈔
﹄︶
に
お
い
て
第
八
・
第
九
住
心
配
釈
問
題
に
つ
い
て
天
台
教
学
に
理
解
を

14

示
し
つ
つ
も
︑
空
海
の
真
言
教
学
を
基
本
姿
勢
と
し
て
︑
安
然
へ
の
論
駁
を
試
み
て
い
る
︒
特
に
安
然
に
よ
る
二
つ
の
﹃
宝
鑰
﹄
批

判
︵﹃
宝
鑰
﹄
の
二
失
・
『宝
鑰
﹄
の
三
失(

)︶
に
対
し
て
︑
論
駁
・
会
通
を
施
し
て
い
る
箇
所
は
注
目
に
値
す
る
︒
そ
れ
は
︑
天
台
宗
で

15

は
偽
書
と
扱
わ
れ
る
が
︑
空
海
が
非
常
に
重
視
し
た
﹃
釈
摩
訶
衍
論
﹄︵
以
下
﹃
釈
論
﹄︶
を
基
に
︑
信
証
独
自
と
思
わ
れ
る
会
通
が

散
見
し
て
い
る
故
で
あ
る
︒

十
住
心
批
判
に
対
す
る
東
密
側
の
反
論
に
つ
い
て
︵
橋
本
︶

三



次
頂
よ
り
信
証
﹃
住
心
鈔
』・
実
範
﹃
要
義
鈔
』・
『遮
難
抄
﹄
に
お
け
る
﹁
十
住
心
の
五
失
﹂
に
対
す
る
論
駁
を
比
較
し
︑
そ
の

特
徴
や
特
異
点
を
順
次
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
︒

三
︑﹁
十
住
心
の
五
失
﹂
へ
の
論
駁
に
つ
い
て

『教
時
問
答
﹄
に
お
け
る
﹁
十
住
心
の
五
失
﹂
に
対
す
る
﹃
住
心
鈔
』・
『要
義
鈔
』・
『遮
難
抄
﹄
の
論
駁
に
つ
い
て
︑
ま
ず
そ
の

対
照
表
を
挙
げ
て
お
く
︒

【表
一
︼
の
内
容
に
つ
い
て
で
あ
る
が
︑
筆
者
は
以
前
︑
先
行
研
究
に
お
い
て
﹃
遮
難
抄
﹄
と
﹃
要
義
鈔
﹄
の
論
駁
の
内
容
に
つ
い
て
概
観
し
た
が
︑

本
稿
で
は
あ
ら
た
め
て
相
異
点
に
注
目
す
る
た
め
﹃
教
時
問
答
﹄﹁
十
住
心
の
五
失
﹂
の
第
一
失
か
ら
第
四
失
ま
で
は
触
れ
ず
︑
第
五
失
﹁
衆
師
の

説
に
違
う
失
﹂
に
つ
い
て
特
に
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
す
る
︒

【表
一
︼﹃
教
時
問
答
﹄﹁
十
住
心
の
五
失
﹂
へ
の
﹃
住
心
鈔
』・
『
要
義
鈔
』・
『
遮
難
抄
﹄
の
論
駁
対
照
表
︵
※
丸
番
号
は
﹃
遮
難

抄
﹄
の
な
か
の
失
の
数
字
で
あ
る
︒
た
と
え
ば
⑦
と
は
﹃
遮
難
抄
﹄
全
三
六
失
の
う
ち
第
七
失
の
こ
と
を
指
す
︒︶

十
住
心
批
判
に
対
す
る
東
密
側
の
反
論
に
つ
い
て
︵
橋
本
︶

四



十
住
心
批
判
に
対
す
る
東
密
側
の
反
論
に
つ
い
て
︵
橋
本
︶

五

『
教
時
問
答
』

『
住
心
鈔
』

『
要
義
鈔
』

『
遮
難
抄
』

第
一
失
・
一
項
目

何
者
經
中
觀
蘊
阿
頼
耶
乃
至
心

主
自
在
覚
自
心
本
不
生
等
越
二

劫
行
之
文
義
釈
以
為
一
種
阿
闍

梨
。
亦
摂
諸
経
八
識
三
性
三
無

性
等
。
此
法
相
宗
所
用
経
論
。

而
海
和
上
以
観
蘊
阿
頼
耶
等
。

名
無
縁
大
乗
心
摂
法
相
宗
。
以

心
主
自
在
。
覚
自
心
本
不
生
等

名
覚
心
不
生
心
摂
三
論
宗
。
大

正
七
五
、四
〇
三
頁
a
、
一
八

行
目
│
二
二
行
目
）

会
曰
。
三
劫
六
無
畏
義
。
経
疏

上
下
文
。
随
宜
開
合
不
同
。
雖

然
二
義
互
無
相
違
。
謂
心
続
生

次
第
。
開
種
種
心
相
故
。
違
順

八
心
。
及
三
劫
内
初
後
分
斉
。

並
信
解
十
地
仏
地
明
昧
浅
深
不

同
也
。
於
阿
闍
梨
差
別
処
随
宜

合
之
。
摂
種
種
聖
言
時
。
亦
合

亦
開
也
。
謂
合
第
二
僧
祇
初

後
。
取
続
生
終
為
一
種
阿
闍

梨
。
亦
摂
八
識
三
性
。
同
菩
薩

教
法
門
故
也
。
十
住
心
開
之
為

二
心
二
宗
。
約
心
続
生
教
相
故

也
。
次
合
第
二
僧
祇
前
後
故
。

取
続
生
終
為
一
種
阿
闍
梨
。
同

仏
乗
故
。
十
住
心
開
之
為
二

心
両
宗
。
摂
聖
言
処
開
之
。
故

極
無
自
性
摂
華
厳
般
若
。
所
謂

空
性
如
実
知
自
心
摂
仏
性
一
乗

如
来
秘
蔵
。（
一

　
已
上
二
義

約
三
劫
）
次
浄
菩
提
心
已
上
十

地
開
為
十
重
深
行
阿
闍
梨
。
此

是
如
実
知
自
心
所
摂
中
真
言
秘

蔵
法
門
。
如
実
知
之
究
竟
在
真

言
故
也
。
合
極
無
自
性
心
為
一

種
阿
闍
梨
時
。
如
実
知
自
心
第

三
劫
内
所
謂
空
性
是
。
如
是
初

心
仏
説
成
仏
因
世
間
宗
奉
常
応

供
養
。
第
三
劫
終
極
無
自
性
華

厳
宗
。
然
真
言
門
浄
菩
提
心
成

仏
因
等
名
義
。
通
一
道
極
無
秘

今
遮
之
云
。
彼
徳
所
難
枉
経
疏
意
。

経
正
本
意
。
初
劫
二
乗
。
二
劫
菩

薩
。
第
三
仏
乗
。
而
住
心
者
。
初
劫

二
乗
分
為
唯
蘊
抜
業
二
心
。
二
劫
二

宗
亦
為
他
縁
覚
心
二
心
。
第
三
劫
有

権
実
仏
乗
。
権
乗
亦
為
一
道
極
無
二

心
。
然
難
言
。
第
二
劫
是
劫
同
断

同
。
阿
闍
梨
同
。
何
為
二
心
。
又
摂

法
相
経
論
。
何
為
三
論
者
。
三
劫
十

心
廃
立
不
同
。
劫
合
二
宗
。
心
開
二

宗
。
而
就
劫
説
三
阿
闍
梨
。
初
劫
名

証
寂
然
界
阿
闍
梨
。
二
劫
名
覚
心
不

生
阿
闍
梨
。
三
劫
名
極
無
自
性
阿
闍

梨
。
三
劫
中
雖
各
有
二
心
。
挙
後
摂

初
也
。
一
親
教
為
。
彼
以
摩
尼
喩
三

劫
行
。
去
穢
初
劫
抜
業
煩
悩
。
至
耎

二
劫
無
縁
乗
心
。
雨
宝
三
劫
極
無
自

性
。
初
後
二
劫
挙
後
摂
初
。
第
二
一

劫
挙
初
摂
後
。
明
知
。
疏
意
三
劫
雖

各
有
二
種
心
。
随
宜
処
処
挙
一
摂

一
。
故
一
劫
開
二
心
無
失
。
又
誰
謂

法
相
依
憑
経
論
為
三
論
宗
。
経
云
観

察
蘊
阿
頼
耶
等
者
他
縁
。
亦
云
覚
自

心
本
不
生
等
者
覚
心
。
故
疏
随
云
。

楞
伽
解
深
密
等
経
八
識
三
性
三
無
性

皆
是
此
意
。
云
云
。
此
引
他
経
説
法

相
義
。
証
他
縁
即
法
相
也
。
又
云
。

此
中
無
為
生
死
因
縁
生
壊
等
義
如
勝

鬘
宝
性
仏
性
論
中
広
明
。
云
云
。
此

引
他
教
説
三
論
義
。
成
覚
心
即
三
論

也
。
故
二
宗
証
無
相
濫
耳
。
然
彼
徳

④
遮
云
。
第
一
劫
有
初
後
。
以
初
名

他
縁
乘
。
以
後
名
覺
心
。
阿
闍
梨
名

有
覺
心
不
生
句
。
故
開
一
種
無
成
二

心
。
又
設
開
一
種
立
二
心
不
可
成
過

安
公
開
極
無
阿
闍
梨
立
二
心
故
　
安

公
返
犯
開
一
種
不
可
立
二
心
之
失

（
大
正
七
七
、六
八
九
頁
a
、
一
三
│

一
七
行
目
）

⑤
又
以
爲
。
觀
蘊
阿
頼
耶
覺
自
心
本

不
生
攝
八
識
三
性
三
無
性
之
文

　
遮

云
。
義
釋
上
文
云
。
觀
蘊
阿
頼
耶
攝

楞
伽
深
密
八
識
三
性
三
無
性
。
覺
自

心
本
不
生
即
攝
勝
鬘
寶
性
等
。
今
文

暫
擧
法
相
所
用
。
以
三
論
所
用
以
第

三
卷
爲
定
判
者
。
第
二
卷
覺
自
心
下

勝
鬘
等
何
心
所
攝
。
以
第
一
卷
具
文

立
二
種
住
心
無
失
安
公
不
檢
第
二
卷

會
文

　
一
失
（
大
正
七
七
、六
八
九

頁
a
、
一
八
│
二
五
行
目
）
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密
荘
厳
。
雖
置
一
処
。
三
心
差

別
。
安
然
迷
之
。
動
付
雑
乱

失
。
已
大
日
経
菩
提
心
論
成
其

道
理
。
無
畏
一
行
造
其
釈
。
大

師
宗
義
教
理
二
証
。
然
守
一
隅

失
万
方
。
其
為
不
可
。
性
盲
不

見
日
月
。
聾

不
聞
雷
鼓
。
此

謂
歟
。（
仏
全
四
二
、三
二
五
頁

下
、
九
│
一
一
行
目
）

断
返
招
二
難
。
一
第
二
劫
為
法
相

宗
。
令
断
塵
沙
。
此
義
不
然
自
云
。

法
相
名
別
義
通
。
而
塵
沙
是
界
外
惑

也
。
如
何
法
相
菩
薩
断
之
。
況
疏
雖

有
塵
沙
之
言
。
彰
煩
悩
多
。
非
指
界

外
。
例
如
余
処
云
塵
沙
心
数
。
云
塵

沙
衆
徳
。
唯
表
多
義
非
界
外
耳
。
覚

自
心
本
不
生
文
不
為
三
論
。
此
亦
不

然
。
覚
不
生
者
。
悟
八
不
也
。
挙
初

不
生
摂
余
不
故
。
疏
引
勝
鬘
等
無
為

生
死
等
。
釈
第
二
劫
。
則
明
此
文
是

三
論
八
不
也
。
故
此
覚
心
不
為
三
論

大
為
失
也
。
但
義
釈
云
。
如
説
観
蘊

阿
頼
耶
覚
自
心
本
不
生
。
即
摂
諸
経

八
識
三
無
性
義
者
。
雖
似
覚
心
不
生

摂
法
相
法
。
而
三
無
性
有
二
宗
義
。

今
覚
心
摂
三
論
真
空
。（
且
依
他
経

言
三
無
性
。）
当
知
。
頼
耶
摂
法

相
。
不
生
摂
三
論
也
。（
仏
全

四
二
、
三
七
三
頁
上
、
一
二
│

三
七
四
頁
上
、
七
行
目
）

二
項
目

經
中
所
謂
空
性
乃
至
極
無
自
性

之
文
。
及
十
縁
生
句
義
釋
以
爲

生
極
無
自
性
心
入
曼
荼
羅
海
會

一
種
阿
闍
梨
。
亦
攝
華
嚴
般
若

種
種
不
思
議
境
界
。
此
中
華
嚴

是
華
嚴
宗
。
般
若
是
三
論
宗
。

而
海
和
上
以
所
謂
空
性
等
文
爲

天
台
宗
。
以
極
無
自
性
一
句
爲

華
嚴
宗
。（
大
正
七
五
、四
〇
三

a
、
二
三
│
二
七
行
目
）

今
遮
云
。
一
阿
闍
梨
開
為
二
心
。
準

第
二
劫
其
理
応
知
。
自
既
一
劫
一
阿

闍
梨
開
為
三
宗
。
何
嫌
開
心
乎
。
疏

第
二
劫
為
三
論
故
。
此
引
般
若
非
顕

彼
宗
。
但
欲
明
法
界
縁
起
道
理
也
。

故
義
釈
云
。
如
説
極
無
自
性
心
十
縁

生
句
。
即
摂
華
厳
般
若
種
種
不
思
議

境
界
。
皆
入
其
中
。
云
釈
意
縁
生
故

無
自
性
。
無
自
性
即
空
性
。
空
無
性

而
縁
起
。
此
玅
道
理
非
凡
小

　
境
名

不
思
議
。
華
厳
経
説
法
界
縁
起
極
無

自
性
。
般
若
経
説
諸
法
皆
空
而
能
縁

⑥
⑦
遮
云
。
極
無
自
性
及
十
縁
生
句

攝
二
經
者
。
非
爲
成
花
嚴
三
論
二

宗
。
花
嚴
有
十
不
思
議
。
所
謂
諸
佛

刹
土
不
可
思
議
。
諸
佛
淨
願
不
可
思

議
。
諸
佛
種
性
不
可
思
議
。
諸
佛
出

世
不
可
思
議
。
諸
佛
法
身
不
可
思

議
。
諸
佛
音
聲
不
可
思
議
。
諸
佛
智

慧
不
可
思
議
。
諸
佛
神
力
自
在
不
可

思
議
。
諸
佛
無
礙
不
可
思
議
。
諸
佛

解
脱
不
可
思
議
。
般
若
有
五
不
可
思

議
。
所
謂
時
佛
爲
王
現
五
不
思
議
神

變
。
一
花
入
無
量
花
無
量
花
入
一
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起
。
故
二
経
説
摂
於
此
経
玅
道
理

也
。
能
摂
所
摂
其
理
同
故
。
故
智
証

云
。
華
厳
般
若
種
種
諸
部
皆
自
性
縁

生
句
中
。
説
第
一
義
空
故
○
今
案
疏

意
。
不
論
説
時
之
先
後
。
只
取
義
理

之
浅
深
以
類
集
之
。
与
般
若
同
。

（
云
云
。
此
意
又
疏
般
若
言
非
三
論

也
。）
彼
難
之
非
見
者
知
耳
。（
仏
全

四
二
、三
七
四
頁
、
一
四
行
目
│

下
、
八
行
目
）

花
。
一
佛
土
入
無
量
佛
土
無
量
佛
土

入
一
佛
土
。
無
量
佛
土
入
一
毛
孔
土

一
毛
孔
土
入
無
量
毛
孔
土
。
無
量
須

彌
無
量
大
海
入
芥
子
中
。
一
佛
界
入

無
量
衆
生
身
無
量
衆
生
身
入
一
佛

身
。
入
六
道
身
入
地
水
火
風
身
。
佛

身
不
可
思
議
。
衆
生
身
不
可
思
議
。

世
界
不
可
思
議
。
二
經
同
説
不
可
思

議
之
境
界
故
。
又
義
釋
云
。
善
巧
修

行
般
若
者
。
即
是
深
觀
察
縁
生
句
。

見
甚
深
中
道
如
般
若
中
廣
説
。
復
次

初
劫
智
慧
二
乘
共
行
非
深
般
若
。
若

二
劫
智
慧
二
乘
共
聞
亦
非
深
般
若
。

若
三
劫
□
虚
空
無
邊
智
慧
一
切
二
乘

不
能
思
議
乃
至
甚
深
般
若

　
云
云

　

今
所
攝
者
第
三
劫
深
般
若
也
。
是
圓

融
無
礙
法
門
也
。
彼
三
論
非
圓
融
之

談
。
何
極
無
自
性
句
攝
之
。
依
之
極

無
自
性
之
句
唯
攝
花
嚴
一
宗
也
。
此

有
二
失

　
開
一
種
阿
闍
梨
爲
二
心

失
。
以
第
三
劫
般
若
爲
三
論
失

　

（
大
正
七
七
、六
八
六
頁
b
、
一
〇
行

目
│
c
、
四
行
目
）　

三
項
目

經
中
上
文
一
切
智
智
菩
提
心
爲

因
。
大
悲
爲
根
。
方
便
爲
究

竟
。
云
何
菩
提
。
謂
如
實
知
自

心
之
文
義
釋
以
爲
從
此
復
有
十

重
深
行
阿
闍
梨
。
亦
攝
佛
性
一

乘
如
來
祕
藏
。
此
中
佛
性
即
涅

槃
經
。
一
乘
即
法
華
經
。
祕
藏

即
眞
言
教
。
而
海
和
上
以
上
如

實
知
自
心
等
文
下
所
謂
空
性
等

文
爲
天
台
宗
。
於
顯
教
是
究
竟

遮
云
。
天
台
華
厳
二
宗
。
倶
是
仏
慧

初
心
。
所
以
経
云
極
無
自
性
心
生
如

是
初
心
仏
説
成
仏
因
。
又
二
宗
同
是

第
三
劫
。
因
句
。
初
重
。
顕
之
究

竟
。
秘
之
初
門
。
故
住
心
論
明
天
台

云
。
於
諸
顕
教
是
究
竟
理
智
法
身
。

望
真
言
門
是
則
初
門
。
云
云

　
明
華

厳
云
。
等
虚
空
之
心
於
是
始
起
。
寂

滅
之
果
果
還
為
因
。
是
因
是
心
望
前

顕
教
極
果
。
於
後
秘
心
初
心
。
云
云

⑧
遮
云
。
安
公
云
。
如
實
知
自
心
之

密
。
義
釋
以
爲
。
從
此
復
有
十
重
深

行
阿
闍
梨
。
是
非
義
釋
正
文
。
以
第

三
卷
文
若
生
極
無
自
性
心
得
入
如
上

曼
荼
羅
海
會
名
阿
闍
梨
。
從
此
復
有

十
重
深
行
之
文
。
改
極
無
自
性
之
文

安
如
實
知
自
心
之
句

　
一
失

⑨
⑩
亦
攝
佛
性
一
乘
如
來
祕
藏
。
此

中
佛
性
即
涅
般
經
。
一
乘
即
法
華
。

祕
藏
即
眞
言

教
。
而
海
和
尚
如
上
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於
眞
言
是
初
門
而
安
華
嚴
宗
教

之
下
。
　（
大
正
七
五
、四
〇
三

頁
a
、
二
八
行
目
│
四
〇
三
頁

b
、
七
行
目
）

於
劫
大
談
二
宗
雖
同
。
於
心
細
論
二

心
是
異
。
故
住
心
論
明
極
無
自
性

云
。
此
心
望
前
二
劫
。
由
如
蓮
華
盛

敷
。
若
望
後
二
心
。
即
是
果
復
成

種
。
故
経
曰
如
是
初
心
仏
説
成
仏

因
。（
已
上
疏
文
）　
前
二
劫
者
。
指

他
縁
一
道
二
種
住
心
。
後
二
心
者
。

示
真
言
門
根
究
竟
二
心
。
云
云
　
二

心
浅
深
以
此
応
知
。
余
如
下
述
。
然

義
釈
言
極
無
自
性
摂
華
厳
般
若
。
如

実
知
自
心
摂
仏
性
一
乗
如
来
秘
蔵

者
。
随
義
理
宜
前
後
而
説
。
非
顕
浅

深
之
次
第
也
。
又
彼
仏
性
為
涅
槃
。

如
来
秘
蔵
為
真
言
。
此
義
不
然
。
仏

性
一
乗
是
法
華
故
。
如
来
秘
蔵
非
真

言
故
。
故
智
証
云
。
法
華
涅
槃
同
明

仏
性
一
乗
旨
故
。
総
為
一
句
。
如
来

秘
蔵
為
涅
槃
教
。
云
云

　
此
経
横
統

諸
仏
教
者
。
是
明
此
経
摂
余
顕
教
。

非
此
密
教
摂
真
言
故
（
仏
全
四
二
、

三
七
四
頁
下
、
一
三
行
目
│
三
七
五

頁
上
、
一
五
行
目
）

如
實
知
自
心
文
下
所
謂
空
性
等
文
。

爲
天
台
宗
於
顯
藏
。
是
祕
藏
即
眞
言

此
初
門
。
而
安
花
嚴
宗
教
之
下
　
云

云
　
祕
藏
即
眞
言
教
者
。
今
此
經
横

統
一
切
佛
教
之
中
。
如
實
句
攝
佛
性

一
乘
如
來
祕
藏
。
而
佛
性
一
乘
如
來

祕
藏
。
皆
法
花
涅
槃
所
説
法
門
。
涅

槃
説
　
祕
密
之
藏
。
所
謂
方
等
經

典
。
法
花
説
一
切
如
來
祕
要
之
藏
等

也
。
而
祕
藏
即
眞
言
教
者
。
如
實
一

句
即
初
心
。
何
攝
眞
言
因
果
智
證
大

師
云
。
或
云
。
法
花
涅
槃
大
日
經

等
。
謂
如
實
句
。
佛
性
指
涅
槃
。
一

乘
指
法
花
。
如
來
祕
藏
即
持
明
藏
。

眞
言
祕
者
。
此
亦
一
見
矣
。
今
以

爲
。
佛
性
一
乘
不
可
讀
爲
兩
句
。
説

教
次
第
可
配
故
也
。
法
花
與
涅
槃
同

明
佛
性
一
乘
。
故
合
一
句
如
來
祕
藏

爲
眞
言
。
或
立
十
住
心
判
一
代
教
。

未
合
此
□
不
足
爲
論
耳
。
祕
密
莊
嚴

法
界
按
觀
即
如
實
知
□
□
是
過
□
□

□
耶

　
云
云

　
此
或
云
。
言
當
安
公

所
立
佛
性
一
乘
不
可
爲
兩
句
。
説
教

次
第
可
亂
故

　
云
云

　
而
此
一
段
義

釋
文
非
必
説
教
次
第
。
諸
部
小
乘
在

前
。
花
嚴
般
若
在
後
。
故
如
來
祕
藏

爲
眞
言
者
。
如
實
句
何
攝
大
日
經

等
。
能
攝
所
攝
是
一
也
。
此
證
又
難

指
南
。
又
云
。
或
云
。
十
住
心
判
一

代
教
。
未
合
此
疏
。
不
足
爲
論
耳

者
。
以
不
次
文
以
爲
定
判
。
至
下
可

見
之
又
祕
密
莊
嚴
法
界
。
按
觀
即
如

實
知
自
心
相
。
過
此
外
更
有
法
耶
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云
云
　
又
是
難
解
如
實
知
自
心
句
淨

菩
提
心
初
法
明
也
。
過
此
又
有
根
究

竟
二
句
。
二
地
已
上
深
旨
非
有
過
此

法
耶
。
恐
果
地
法
門
乎
。
付
第
三
卷

又
以
爲
。
極
無
自
性
有
前
故
淺
。
如

實
智
自
心
有
後
故
深
。
今
謂
不
□
依

教
理
淺
深
者
。
須
如
實
爲
前
極
無
爲

後
。
以
此
不
□
□
□
□
□
判
　
一
失

如
來
祕
藏
爲
眞
言
　
一
失
（
大
正

七
七
、六
七
八
頁
a
、
一
九
行
目
│

六
八
六
頁
c
、
八
行
目
）

四
項
目

經
中
如
是
初
心
佛
説
成
佛
因
等

之
文
。
及
一
切
世
間
應
供
等
之

文
義
釋
以
爲
佛
慧
初
心
。
佛
慧

初
心
即
是
三
心
中
菩
提
心
爲

因
。
而
海
和
上
以
離
有
爲
無
爲

界
乃
至
如
是
初
心
佛
説
成
佛
因

等
之
文
。
極
無
自
性
心
爲
華
嚴

宗
。（
大
正
七
五
、四
〇
三
頁

b
、
七
行
目
│
一
一
行
目
）　

遮
云
。
経
如
是
初
心
文
。
在
極
無
自

性
心
生
文
之
次
。
明
極
無
心
是
仏
慧

初
心
也
。
又
経
如
実
知
自
心
文
雖
証

天
台
而
該
華
厳
。
住
心
論
云
此
是
一

句
含
無
量
義
。
竪
顕
十
重
之
浅
深

故
。
故
為
華
厳
都
無
失
也
。

　（
仏

全
四
二
、三
七
五
頁
上
、
一
五
行

目
）

⑪
⑫
⑬
遮
云
。
如
是
初
心
者
。
指
極

無
自
性
心
也
。
一
切
世
間
應
供
之

文
。
亦
極
無
自
性
之
文
也
。
同
是
菩

提
心
爲
因
句
也
。
而
安
公
以
爲
。
如

是
初
心
三
心
中
菩
提
心
爲
因
。
非
極

無
自
性
。
之
違
經
疏
文

　
一
失

　
又

越
十
地
得
列
佛
惠
初
心
。
今
指
初
心

爲
佛
惠
初
心

　
一
失

　
又
上
云
。
極

無
自
性
心
時
亦
越
一
重
三
妄
執
無
明

惑
。
爲
越
三
劫
到
佛
惠
初
心

　
云
云

疏
地
上
無
惑
。
何
謂
四
分
之
可
及
於

信
解

　
一
失

　
已
上
安
公
違
義
釋
犯

十
三
失
（
大
正
七
七
、六
八
七
頁
a
、

二
七
行
目
│
六
八
七
頁
b
、
六
行

目
）

第
二
失

二
者
違
金
剛
頂
失
。
金
剛
頂
經

所
説
一
切
義
成
就
菩
薩
坐
菩
提

場
五
相
成
佛
。
自
心
流
出
三
十

七
尊
成
金
剛
界
大
曼
荼
羅
。
至

十
八
會
是
眞
言
宗
果
佛
自
受
用

相
。
次
請
召
十
方
諸
佛
菩
薩
説

会
曰
。
自
本
極
無
自
性
心
不
為

真
言
親
因
。
何
説
可
為
極
果
。

以
相
通
達
五
智
秘
密
因
果
名
真

言
。
顕
教
究
竟
普
賢
依
仏
驚
覚

進
真
言
位
名
極
無
自
性
。
故
引

一
切
義
成
就
普
賢
菩
薩
入
金
剛

彼
徳
所
引
一
切
義
成
就
菩
薩
等
者
。

教
王
経
一
云
爾
時
一
切
如
来
雲
集
於

一
切
義
成
就
菩
薩
摩
訶
薩
坐
菩
提
場

往
詣
示
現
受
用
身
。
乃
至
第
二
巻
四

摂
文
也
。
是
為
自
受
用
相
。
与
十
八

会
指
帰
云
受
用
身
以
五
相
現
成
等
正

⑭
遮
云
。
大
師
所
引
經
文
。
五
相
以

前
文
也
。
所
謂
薄
伽
梵
大
菩
提
心

　

乃
至
以
自
性
成
就
眞
言
。
自
恣

　
而

誦
。
又
上
頌
云
。
雖
入
此
定
猶
發
佛

五
相
成
身
可
見
尋

　
云
云

　
説
祕
密

莊
嚴
云
。
五
相
五
智

法
界
即
四
曼
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一
〇

入
曼
荼
羅
行
。
是
他
受
用
相
。

而
海
和
上
引
彼
五
相
成
佛
之
文

名
極
無
自
性
心
爲
華
嚴
宗
初
心

成
佛
因
也

（
大
正
七
五
、四
〇
三
頁
b
、

一
二
行
目
│
一
八
行
目
）

界
文
也
。
教
主
処
委
決
之
。

（
仏
全
四
二
、三
二
六
頁
上
、

一
一
行
目
ー
下
、
一
行
目
）

覚
。
聖
位
経
云
於
内
心
証
自
受
用
四

智
。
其
意
同
也
。
次
請
召
十
方
等

者
。
第
二
巻
云
爾
時
世
尊
為
一
切
如

来
召
集
故
作
金
剛
弾
指
相
等
文
也
。

是
為
他
受
用
相
。
与
聖
位
経
云
外
令

十
地
満
足
菩
薩
他
受
用
故
。
従
四
智

中
流
出
四
仏
意
同
也
。
但
以
初
文
難

心
次
第
。
難
意
易
知
。
抑
未
見
大
師

以
五
相
成
身
自
受
用
仏
為
華
厳
宗
初

心
仏
矣
。
若
以
第
九
心
中
引
五
相
驚

覚
而
付
此
失
者
。
此
顕
顕
教
極
位
蒙

驚
覚
後
成
真
言
仏
。
非
実
仏
為
極
無

心
仏
也
。（
仏
全
四
二
、三
七
五
頁
下
、

八
行
目
│
三
七
六
頁
上
、
三
行
目
）

四
印
此
心
□
　
云
云
　
十
住
心
論

云
。
菩
權
佛
二
宮
○
未
入
三
密
五
相

身
四
種
曼
荼
究
竟
眞
實
金
剛
心
殿
　

云
云
　
三
摩
耶
戒
序
云
。
極
無
自
性

心
者
○
猶
是
成
佛
之
因
初
心
之
佛
五

相
成
身
。
四
種
曼
荼
羅
未
能
具
足
　

云
云
　
寶
鑰
十
住
心
論
等
文
。
如
此

以
五
相
文
爲
極
無
。
更
無
説
文
　
今

作
此
説
犯
一
失
（
大
正
七
七
、六
八

八
頁
a
、
一
〇
│
二
〇
行
目
）

第
三
失

三
者
違
守
護
經
失
。
守
護
經
説

菩
提
心
無
相
同
大
日
經
。
説
五

相
成
佛
同
金
剛
頂
。
爲
證
其
五

相
成
佛
佛
引
六
年
苦
行
不
得
菩

提
始
觀
月
輪
字
而
得
菩
提
。
此

亦
眞
言
果
佛
自
證
化
他
法
門
。

而
海
和
上
以
彼
經
文
入
極
無
自

性
心
爲
華
嚴
宗
。（
大
正
七
五
、

四
〇
三
頁
b
、
一
九
行
目
│

二
四
行
目
）

三
者
違
守
護
経
失
。
難
勢
会
釈

如
上
。
亦
上
決
之
。

（
仏
全
四
二
、三
二
六
頁
下
、
一

│
二
行
目
）

所
違
之
経
。
教
王
守
護
雖
異
。
所
難

之
趣
。
第
二
第
三
惟
同
。
所
以
遮

難
。
準
前
可
知
。
大
師
更
非
以
自
証

実
仏
為
極
無
権
果
。
而
引
守
護
但
明

於
顕
極
位
捨
苦
行
浅
就
観
月
深
也
。

（
仏
全
四
二
、三
七
六
頁
上
、
八
│

一
二
行
目
）

⑮
⑯
⑰
⑱
遮
云
。
守
護
經
説
菩
提
心

無
相
。
於
此
有
何
要
。
又
云
。
説
五

相
成
身
□
金
剛
頂
。
彼
經
不
説
五
相

一
失
但
引
最
後
身
六
年
苦
行
不
得
菩

提
。
蒙
驚
覺
證
一
道
無
爲
。
依
驚
覺

縁
五
極
無
自
性
生
也
。
非
取
月
輪
觀

等
安
公
以
爲
。
取
月
輪
觀
等

　
一
失

又
以
此
月
輪
觀
等
以
無
。
入
極
無
自

性
心

　
一
失

　
又
言
。
眞
言
果
佛
自

證
化
他
法
門

　
一
失

　
違
守
護
經
有

四
失
（
大
正
七
七
、六
八
八
頁
a
、
二

七
│
六
八
八
頁
b
、
五
行
目
）

第
四
失

四
者
違
菩
提
心
論
失
。
論
有
三

門
。
所
謂
行
願
勝
義
三
摩
地

也
。
行
願
者
一
切
行
願
同
諸
大

乘
菩
薩
行
願
。
勝
義
者
心
性
空

寂
。
同
大
日
經
守
護
國
菩
提
心

自
性
皆
空
同
虚
空
無
相
文
。
三

会
曰
。
諸
経
皆
空
。
大
日
経
三

劫
智
慧
及
菩
提
心
論
勝
義
菩
提

心
所
摂
。
故
天
台
華
厳
所
謂
空

性
極
無
自
性
等
句
。
五
相
成
身

初
一
切
義
成
就
位
成
就
勝
義
菩

提
入
三
摩
地
行
間
。
故
一
切
義

今
遮
云
。
彼
徳
菩
提
心
義
一
云
。
準

毘
盧
遮
那
経
疏
。
釈
阿
字
具
五
義
。

豈
非
不
空
引
一
行
記
乎
。
彼
是
後
人

引
彼
疏
文
注
入
論
中
。（
云
云
。
私

撿
二
師
碑
文
貞
元
録
等
。
一
行
開
元

十
五
年
長
逝
。
春
秋
四
十
有
五
。
不

⑲
⑳
此
云
。
般
若
皆
空
義
・
法
花
開

示
悟
入
・
金
剛
頂
五
相
成
身
之
義
。

□
般
若
中
□
□
□
爲
成
月
輪
十
六

分
。
法
花
開
示
悟
入
者
。
爲
釋
阿
字

五
　
轉
也
。
若
依
深
祕
旨
爲
釋
。
然

非
説
五
相
文
一
失

金
剛
頂
五
相
爲
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一
一

摩
地
者
同
金
剛
頂
三
十
七
尊
及

心
地
觀
五
相
成
佛
。
及
引
般
若

十
六
空
義
。
法
華
開
示
悟
入
。

金
剛
頂
五
相
成
身
之
義
。
而
海

和
上
以
金
剛
頂
五
相
成
身
爲
華

嚴
宗
。
以
菩
提
心
論
三
摩
地
門

爲
眞
言
宗
。
亦
以
大
日
菩
提
心

自
性
皆
空
之
文
爲
天
台
宗

（
大
正
七
五
、四
〇
三
頁
b
、

二
五
行
目
│
c
、
五
行
目
）

成
就
名
極
無
自
性
。
三
摩
地
所

成
因
果
名
真
言
。
諸
経
中
有
其

三
摩
地
名
義
。
皆
方
便
説
非
真

実
故
也
。（
仏
全
四
二
、三
二
六

頁
下
、
八
一
三
行
目
）

空
神
龍
元
年
誕
跡
。
明
知
当
禅
師
行

年
時
）
三
蔵
誕
生
也
。
法
弟
三
蔵
釈

此
論
日
注
入
先
哲
禅
師
此
文
寧
可
怪

乎
。）
安
以
論
註
彼
立
自
義
為
後
人

語
。
此
斥
他
義
為
祖
師
説
。
矯
事
左

右
。
於
義
未
決
歟
。
既
云
今
空
是
相

即
空
。
空
何
捨
仮
中
。
且
空
為
語
端

耳
。
何
況
言
空
為
天
台
者
。
空
者
。

真
如
第
一
義
空
。
則
明
真
如
為
一
道

極
無
為
也
。
言
知
見
即
三
摩
地
者
。

知
見
之
深
秘
是
第
三
門
也
。
　（
仏

全
四
二
、三
七
六
頁
下
、
一
四
行
目

│
三
七
七
頁
上
、
五
行
目
）

花
嚴
宗
事
　
一
失
　
具
如
前
説
。
違

論
二
失
（
大
正
七
七
、六
八
八
頁
b
、

一
五
│
b
、
二
〇
行
目
）　

第
五
失

五
者
違
衆
師
説
失
。
大
日
義

釋
。
是
無
畏
説
。
一
行
記
。
説

云
。
此
經
本
地
之
身
即
是
妙
法

蓮
華
最
深
祕
處
。
智
儼
温
古
治

定
亦
同
。
蘇
悉
地
疏
述
師
説

云
。
教
有
二
種
。
一
顯
示
教
。

三
乘
是
也
。
二
祕
密
教
。
一
乘

是
也
。
祕
中
又
二
。
一
唯
理
祕

密
。
華
嚴
般
若
維
摩
法
華
涅
槃

等
也
。
二
事
理
倶
密
。
大
日
金

剛
頂
等
也
。
金
剛
頂
疏
述
師
説

云
。
法
華
明
久
遠
成
佛
。
此
經

明
頓
證
成
佛
二
説
雖
異
實
是
一

佛
。
而
海
和
上
於
諸
大
乘
輒
判

教
理
淺
深
果
極
高
下
難
知
矣

　

（
大
正
七
五
、四
〇
三
頁
b
、
六

行
目
│
c
、
一
五
行
目
）

会
釈
如
上
教
主
章
。（
仏
全
四

二
、三
二
六
頁
下
、
一
七
行
目
）

（
※
第
五
失
「
而
海
和
上
於
諸

大
乘
輒
判
教
理
淺
深
果
極
高
下

難
知
矣
」
の
み
区
切
っ
て
引

用
）
大
師
依
大
日
経
心
続
生
次

第
判
諸
経
浅
深
。
亦
以
釈
摩
訶

衍
論
五
番
問
答
断
仏
果
明
昧
。

経
論
有
道
理
故
。
疏
家
成
其

釈
。
敢
不
可
狐
疑
。
凡
仏
法
教

証
二
道
平
等
差
別
。
高
祖
所
釈

無
偏
頗
。
何
是
難
哉
。
若
然
者

遠
天
台
祖
師
智
者
禅
師
立
四
教

判
一
代
為
難
耶
。
近
公
先
師
仁

和
尚
受
師
説
立
顕
示
秘
密
二
教

難
哉
。
以
公
拂
蠡
擬
酌
高
祖
智

海
甚
為
難
。
抑
有
何
因
縁
動
吐

此
狂
言
哉
。（
仏
全
四
二
、三
二

七
頁
上
、
一
│
八
行
目
）

此
釋
之
釈
意
。
以
大
日
經
本
地
身
爲

法
華
經
本
門
佛
。
是
故
二
宗
究
極
無

別
無
。
而
於
住
心
。
天
台
爲
淺
略
。

真
言
爲
深
祕
。
此
判
教
理
之
淺
深

也
。
本
地
爲
實
佛
。
久
成
爲
権
果
。

此
定
果
極
之
高
下
也
。
和
上
若
非

佛
。
定
判
叵
信
焉
。
何
況
違
疏
即
違

説
者
記
者
治
定
四
師
意
也
。
加
之
慈

覺
師
説
意
亦
同
疏
乖
之
失
耳
。
今
解

云
。
広
智
数
万
印
可
。
八
箇
箇
中
。

恵
果
穎
為
写
。

和
尚
弘
法
曰
。
吾

知
汝
来
相
侍
久
矣
。
報
命
欲
羯
。
無

人
付
法
。
又
曰
。
吾
与
汝
宿
契
深
。

多
生
之
中
相
共
誓
願
弘
演
密
蔵
。
彼

此
代
為
師
資
。
非
只
一
両
度
也
。
良

大
師
遍
照
内
証
宗
為
之
第
八
祖
。
内

韞
上
聖
徳
。
外
入
青
龍
室
。
所
伝
無

翳
焉
。
所
宣
有
誠
焉
。
至
教
浅
深
豈

不
当
乎
。
疏
意
。
此
経
本
地
之
身
為

彼
久
成
之
深
秘
。
非
謂
彼
経
之
浅

㉑
而
安
公
以
爲
。
二
經
旨
同
。
天
台

眞
言
無
異
。
是
則
迷
二
經
專

　
失
首

尾
。
始
攝
如
實
知
自
心
之
句
爲
超
花

嚴
。
令
同
不
思
議
眞
言
相
爲
本
地
之

身
。
是
則
如
實
之
句
初
心
。
本
地
之

身
極
果
。
況
復
彼
云
。
法
花
經
明
唯

理
祕
密
。
大
日
經
顯
事
理
倶
密
。
二

經
之
旨
大
異
。
全
不
可
同
之
。
以
最

深
祕
爲
天
台
宗
一
失

　（
大
正
七
七
、

六
八
八
頁
c
、
三
│
一
〇
行
目
）

㉒
此
文
明
説
因
果
次
第
。
故
初
得
淨

菩
提
心
爲
一
道
無
爲
。
以
方
便
究
竟

爲
祕
密
莊
嚴
也
。
然
以
最
深
爲
天
台

　
一
失

　（
大
正
七
七
、六
八
九
頁

a
、
一
六
│
一
八
行
目
）



『

教
時
問
答
﹄
﹁
十
住
心
の
五
失
﹂
の
第
五
失
に
つ
い
て

ま
ず
論
駁
の
発
端
た
る
︑﹃
教
時
問
答
﹄
の
当
該
箇
所
に
つ
い
て
見
て
お
き
た
い
︒

【引
用
二
】

五
者
違
衆
師
説
失
︒
大
日
義
釈
︒
是
無
畏
説
︒
一
行
記
︒
説
云
︒
此
経
本
地
之
身
即
是
妙
法
蓮
華
最
深
秘
処
︒
智
儼
温
古
治
定

亦
同
︒
蘇
悉
地
疏
述
師
説
云
︒
教
有
二
種
︒
一
顕
示
教
︒
三
乗
是
也
︒
二
秘
密
教
︒
一
乗
是
也
︒
秘
中
又
二
︒
一
唯
理
秘
密
︒

華
厳
般
若
維
摩
法
華
涅
槃
等
也
︒
二
事
理
俱

密
︒
大
日
金
剛
頂
等
也
︒
金
剛
頂
疏
述
師
説
云
︒
法
華
明
久
遠
成
仏
︒
此
経
明
頓

証
成
仏
二
説
雖
異
実
是
一
仏
︒
而
海
和
上
於
諸
大
乗
輒
判
教
理
浅
深
果
極
高
下
難
知
矣

【訓
読
文
】

五
は
衆
師
の
説
に
違
う
失
な
り
︒﹃
大
日
義
釈
﹄
は
是
れ
無
畏
の
説
に
し
て
︑
一
行
の
記
な
り
︒
説
い
て
云
く
︑﹁
此
の
経
の
本

地
の
身
は
即
ち
是
れ
妙
法
蓮
華
の
最
深
秘
処
な
り(

)︒﹂
と
︒
智
儼
・
温
古
の
治
定
も
亦
同
じ
︒﹃
蘇
悉
地
疏
﹄
に
師
説
を
述
べ
て

16

云
く
︑﹁
教
に
二
種
有
り
︒
一
に
顕
示
教
︑
三
乗
是
れ
な
り
︒
二
に
秘
密
教
︑
一
乗
是
れ
な
り
︒
秘
が
中
に
又
二
あ
り
︑
一
に

唯
理
秘
密
︒﹃
華
厳
』・
『般
若
』・
『維
摩
』・
『法
華
』・
『涅
槃
﹄
等
な
り
︒
二
に
事
理
俱

密
︑﹃
大
日
』・
『金
剛
頂
﹄
等
な
り(

)︒﹂

17

十
住
心
批
判
に
対
す
る
東
密
側
の
反
論
に
つ
い
て
︵
橋
本
︶

一
二

略
。
既
言
深
秘
。
明
簡
浅
略
。（
深

秘
之
義
至
下
可
知
。）
故
十
心
次
第

不
違
四
師
也
。
義
操
法
潤
不
及
大

師
。
況
殊
法
全
寧
為
失
乎

（
仏
全
四
二
、三
七
七
頁
上
、
一
七
行

目
│
下
、
一
四
行
目
）



と
︒﹃
金
剛
頂
疏
﹄
に
師
説
を
述
べ
て
云
く
︑﹁﹃
法
華
﹄
に
は
久
遠
成
仏
を
明
か
し
︑
こ
の
経
に
は
頓
証
成
仏
を
明
か
す
︒
二

説
は
異
な
る
と
い
え
ど
も
実
に
は
是
れ
一
仏
な
り(

)︒﹂
と
︒
而
る
に
海
和
上
︑
諸
の
大
乗
に
於
い
て
輒
く
教
理
の
浅
深
︑
果
極

18

の
高
下
を
判
ぜ
る
は
知
り
難
し
︒

こ
の
第
五
失
は
︑
そ
れ
ま
で
の
第
一
失
か
ら
第
四
失
の
よ
う
な
︑
経
論
の
引
用
方
法
に
対
す
る
論
駁
と
は
異
な
り
︑
総
論
的
な
内

容
で
あ
る
︒
安
然
は
ま
ず
︑
法
身
大
日
如
来
と
﹃
法
華
経
﹄
の
﹁
最
深
秘
処
﹂
が
同
一
で
あ
る
と
い
う
﹃
義
釈
﹄
の
説
を
呈
示
す
る
︒

こ
れ
は
︑
説
主
は
と
も
か
く
法
身
仏
と
し
て
は
両
経
に
違
い
が
な
い
こ
と
を
示
唆
す
る
た
め
の
引
用
で
あ
る
︒
同
時
に
こ
れ
を
無
視

す
る
の
は
︑
疏
家
で
あ
る
善
無
畏
︑
ま
た
﹃
義
釈
﹄
の
治
定
を
行
っ
た
温
古
・
智
儼
の
説
を
無
視
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
意
味
を

込
め
て
い
る
︒
次
に
安
然
は
中
国
密
教
の
祖
師
︵
義
操
・
義
真
・
法
潤
・
法
全
︶
の
説
を
︑
円
仁
の
﹃
蘇
悉
地
経
疏
﹄
を
通
じ
て
呈
示

す
る
︒
そ
れ
は
円
仁
の
解
釈
も
入
っ
て
い
る
の
だ
が
︑
一
乗
教
︵
天
台
教
学
︶
は
密
教
の
範
疇
で
あ
り
︑
そ
の
中
で
事
理
の
違
い
の

み
が
あ
る
︑
と
い
う
説
で
あ
る
︒
こ
の
こ
と
を
図
示
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
︒

顕
示
教
・
三
乗

大
乗
仏
教

秘
密
乗
・
一
乗

唯
理
秘
密

↓

『華
厳
経
﹄﹃
般
若
経
﹄﹃
維
摩
経
﹄﹃
法
華
経
﹄﹃
涅
槃
経
﹄

事
理
俱

密

↓

『大
日
経
﹄﹃
金
剛
頂
経
﹄

十
住
心
批
判
に
対
す
る
東
密
側
の
反
論
に
つ
い
て
︵
橋
本
︶

一
三



こ
の
よ
う
に
﹃
法
華
経
﹄
等
も
秘
密
乗
の
範
疇
で
あ
る
と
す
る
︒
次
に
安
然
は
︑
再
び
中
国
密
教
の
諸
師
︵
元
政
︶
の
説
を
︑
円

仁
の
﹃
金
剛
頂
経
疏
﹄
を
通
じ
て
呈
示
す
る
︒
な
お
こ
の
引
用
は
安
然
に
よ
る
取
意
だ
が
︑
原
意
は
損
ね
て
い
な
い
︒
こ
れ
も
図
示

す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
︒

『法
華
経
』

↓

久
遠
成
仏
を
説
く

両
経
と
も
一
仏
を
説
く

『金
剛
頂
経
』

↓

頓
証
成
仏
を
説
く

つ
ま
り
こ
こ
で
は
︑
密
教
経
典
で
あ
る
﹃
金
剛
頂
経
﹄
と
大
乗
経
典
の
﹃
法
華
経
﹄
が
と
も
に
成
仏
を
説
く
と
い
う
点
で
一
致
す

る
こ
と
か
ら
︑
そ
れ
ら
の
法
身
仏
も
一
致
す
る
こ
と
を
示
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
︒
安
然
の
い
う
﹁
衆
師
﹂
と
は
善
無
畏
・
一

行
・
温
古
・
智
儼
や
円
仁
が
受
法
し
た
中
国
密
教
の
諸
師
で
あ
り
︑
そ
の
権
威
を
以
て
自
身
の
正
当
性
を
を
示
そ
う
と
し
た
意
図
が

う
か
が
え
る
︒
で
は
︑
次
に
こ
の
安
然
の
一
連
の
批
判
に
対
し
︑
実
範
の
﹃
要
義
鈔
﹄
で
は
ど
の
よ
う
に
回
答
す
る
の
か
順
次
見
て

い
き
た
い
︒

第
五
失
へ
の
論
駁

実
範
の
場
合

【引
用
三
︼
※
括
弧
内
は
割
注

此
釈
之
釈
意
︒
以
大
日
経
本
地
身
為
法
華
経
本
門
仏
︒
是
故
二
宗
究
極
無
別
無
︒
而
於
住
心
︒
天
台
為
浅
略
︒
真
言
為
深
秘
︒

十
住
心
批
判
に
対
す
る
東
密
側
の
反
論
に
つ
い
て
︵
橋
本
︶

一
四



此
判
教
理
之
浅
深
也
︒
本
地
為
実
仏
︒
久
成
為
権
果
︒
此
定
果
極
之
高
下
也
︒
和
上
若
非
仏
︒
定
判
叵

信
焉
︒
何
況
違
疏
即
違

説
者
記
者
治
定
四
師
意
也
︒
加
之
慈
覚
師
説
意
亦
同
疏
乖
之
失
耳
︒
今
解
云
︒
広
智
数
万
印
可
︒
八
箇
箇
中
︒
恵
果
穎
為
写
︒

缾
和
尚
弘
法
曰
︒
吾
知
汝
来
相
侍
久
矣
︒
報
命
欲
羯
︒
無
人
付
法
︒
又
曰
︒
吾
与
汝
宿
契
深
︒
多
生
之
中
相
共
誓
願
弘
演
密
蔵
︒

彼
此
代
為
師
資
︒
非
只
一
両
度
也
︒
良
大
師
遍
照
内
証
宗
為
之
第
八
祖
︒
内
韞

上
聖
徳
︒
外
入
青
龍
室
︒
所
伝
無
翳
焉
︒
所
宣

有
誠
焉
︒
至
教
浅
深
豈
不
当
乎
︒
疏
意
︒
此
経
本
地
之
身
為
彼
久
成
之
深
秘
︒
非
謂
彼
経
之
浅
略
︒
既
言
深
秘
︒
明
簡
浅
略
︒

︵
深
秘
之
義
至
下
可
知
︒︶
故
十
心
次
第
不
違
四
師
也
︒
義
操
法
潤
不
及
大
師
︒
況
殊
法
全
寧
為
失
乎

【訓
読
文
】

こ
の
釈
の
釈
意
は
︑﹃
大
日
経
﹄
の
本
地
身
を
以
て
﹃
法
華
経
﹄
の
本
門
仏
と
な
す
︒
か
く
の
故
に
二
宗
の
究
極
に
別
無
し
︒

而
る
に
住
心
に
於
い
て
天
台
を
浅
略
と
な
し
︑
真
言
を
深
秘
と
な
す
︒
こ
れ
は
教
理
の
浅
深
を
判
じ
る
な
り
︒
本
地
を
実
仏
と

な
し
︑
久
成
を
権
果
と
な
す
︒
こ
れ
果
極
の
高
下
を
定
む
る
な
り
︒﹁
和
上
の
も
し
仏
に
あ
ら
ず
ん
ば
定
判
信
じ
叵

し
﹂
と
︒

何
を
か
況
や
﹃
疏
﹄
に
違
い
︑
即
ち
説
者
と
記
者
と
治
定
と
の
四
師
の
意
に
違
う
な
り
や
︒
し
か
の
み
な
ら
ず
︑
慈
覚
師
の
説

の
意
は
ま
た
﹃
疏
﹄
と
同
じ
︒
こ
れ
に
乖
く
失
の
み
︒
今
解
し
て
云
く
︑
広
智
︑
数
万
に
印
可
す
︒
八
箇
の
箇
中
︑
恵
果
穎
れ

る
を
も
っ
て
写
瓶
と
為
す
︒
和
尚
︑
弘
法
に
曰
く
︑﹁
吾
汝
の
来
る
を
知
り
︑
相
い
待
つ
こ
と
久
し
︒
報
命
竭
き
ん
と
欲
す
る

に
︑
人
に
法
を
付
す
こ
と
無
し
︒﹂
と
︒
又
曰
く
︑﹁
吾
は
汝
と
宿
契
深
し
︒
多
生
の
中
︑
相
い
共
に
誓
願
し
︑
密
蔵
を
弘
演
す
︒

彼
此
代
わ
っ
て
師
資
と
為
す
︒
只
だ
一
両
度
に
非
ざ
る
な
り
︒
良
に
大
師
は
遍
照
の
内
証
を
宗
と
し
︑
こ
れ
を
第
八
祖
と
為
す
︒

内
上
聖
の
徳
を
韞

し
︑
外
に
青
龍
の
室
に
入
る
︒
伝
う
る
所
に
翳
り
無
く
︑
宣
べ
る
所
に
誠
有
り
︒
教
の
浅
深
に
至
っ
て
は
豈

に
当
た
ら
ざ
ら
ん
や
︒﹃
疏
﹄
の
意
は
﹁
此
の
経
の
本
地
の
身
﹂
は
︑
彼
の
久
成
を
深
秘
と
為
し
︑
彼
の
経
の
浅
略
を
謂
う
に

は
非
ず
︒
既
に
﹁
深
秘
﹂
と
言
う
は
︑
浅
略
を
簡
ん
で
明
か
す
な
り
︒︵
深
秘
の
義
︑
下
に
至
っ
て
知
る
べ
し
︒︶
故
に
十
心
の

十
住
心
批
判
に
対
す
る
東
密
側
の
反
論
に
つ
い
て
︵
橋
本
︶

一
五



次
第
は
四
師
に
違
わ
ざ
る
な
り
︒
義
操
・
法
潤
は
大
師
に
及
ば
ず
︒
況
や
殊
に
法
全
は
寧
ろ
失
を
為
す
か
︒

実
範
は
不
空
が
八
人
の
高
弟
の
う
ち
︑
恵
果
を
写
瓶
の
弟
子
と
し
た
こ
と
︑
そ
の
恵
果
が
空
海
を
正
嫡
と
し
た
こ
と
を
強
調
し
て

い
る
︒
中
で
も
恵
果
が
空
海
に
告
げ
た
﹁
私
は
汝
が
こ
こ
へ
来
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
︒
と
て
も
長
い
こ
と
侍
っ
て
い
た
の
だ
︒
残

さ
れ
た
寿
命
は
短
い
の
に
︑
い
ま
だ
正
嫡
が
い
な
い
︒
私
は
汝
と
縁
が
深
く
︑
こ
れ
ま
で
の
多
く
の
生
の
中
で
も
共
に
誓
っ
て
密
教

を
弘
め
て
き
た
の
だ
︒
互
い
に
阿
闍
梨
と
弟
子
と
な
っ
た
こ
と
は
一
度
や
二
度
で
は
な
い
︒﹂
と
い
う
逸
話
を
引
く
こ
と
は
︑
空
海

の
正
統
性
を
あ
ら
た
め
て
示
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
︒
つ
ま
り
そ
の
所
伝
に
間
違
い
は
な
く
︑
教
判
も
当
然
間
違
い
は
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
︒

ま
た
﹃
大
疏
﹄
の
﹁
此
経
︵﹃
大
日
経
﹄︶
本
地
之
身
即
是
妙
法
蓮
華
最
深
秘
処
﹂
と
い
う
一
文
も
︑﹃
法
華
経
﹄
の
久
遠
成
仏
と
い

う
深
秘
面
︵
本
門
︶
の
み
を
指
し
て
い
る
と
す
る
︒
よ
っ
て
二
宗
の
法
身
は
究
極
に
同
じ
と
す
る
が
︑
教
理
の
浅
深
と
い
う
観
点
か

ら
は
︑
天
台
を
浅
略
と
し
︑
真
言
を
深
秘
の
住
心
に
位
置
づ
け
る
︒
ま
た
果
極
の
高
下
と
い
う
観
点
か
ら
は
︑
密
教
の
本
地
身
を
実

仏
と
な
し
︑﹃
法
華
経
﹄
の
久
遠
仏
を
権
果
と
す
る
と
い
う
︒
し
か
も
そ
の
一
文
に
︑﹃
法
華
経
﹄
の
浅
略
面
︵
迹
門
︶
は
入
っ
て
お

ら
ず
︑
既
に
﹁
深
秘
﹂
と
言
っ
て
い
る
時
点
で
︑
浅
略
面
を
切
り
捨
て
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
主
張
し
て
い
る
︒
最
後
に
実
範
は
︑

十
住
心
の
次
第
が
善
無
畏
・
一
行
・
温
古
・
智
儼
ら
の
説
に
異
な
る
こ
と
は
な
く
︑
ま
た
円
仁
が
長
安
で
受
法
し
た
系
譜
に
連
な
る

義
操
・
法
潤
・
法
全
も
︑
先
に
引
い
た
逸
話
か
ら
う
か
が
え
る
正
統
性
と
い
う
点
で
︑
空
海
に
及
ば
な
い
と
考
え
て
い
る
︒
こ
と
法

全
に
至
っ
て
は
寧
ろ
過
失
を
犯
し
て
い
る
と
︑
大
変
痛
烈
で
批
判
的
な
態
度
で
あ
る
︒

こ
の
よ
う
に
実
範
の
論
駁
は
東
密
の
系
譜
は
台
密
と
比
べ
て
絶
対
的
に
正
統
で
あ
る
こ
と
と
︑
安
然
の
引
く
﹁
此
経
本
地
之
身
即

是
妙
法
蓮
華
最
深
秘
処
﹂
と
い
う
﹃
大
疏
﹄
の
一
文
に
対
す
る
解
釈
が
︑
誤
り
で
あ
る
と
指
摘
す
る
こ
と
に
集
約
さ
れ
て
い
る
︒

十
住
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す
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信
証
の
場
合

【引
用
四
】

次
文
云
︒
而
海
和
上
於
諸
大
乗
輙
判
教
理
浅
深
果
極
高
下
難
矣(

)

云
云

19

【訓
読
文
】

次
い
で
文
に
云
く
︑
而
る
に
海
和
上
は
諸
大
乗
に
於
い
て
輙
く
教
理
浅
深
︑
果
極
の
高
下
を
判
ず
︒
難
し
︒﹂
云
云
︒

信
証
は
第
五
失
の
中
︑
特
に
﹁
而
海
和
上
於
諸
大
乗
輙
判
教
理
浅
深
果
極
高
下
難
矣
﹂
の
一
文
だ
け
を
特
に
引
用
し
て
か
ら
論
駁

を
行
っ
て
お
り
︑
実
範
の
論
旨
と
は
異
な
っ
て
い
る
の
で
以
下
に
挙
げ
て
み
よ
う
︒

【引
用
五
︼
※
傍
線
筆
者

大
師
依
大
日
経
心
続
生
次
第
判
諸
経
浅
深
︒
亦
以
釈
摩
訶
衍
論
五
番
問
答
断
仏
果
明
昧
︒
経
論
有
道
理
故
︒
疏
家
成
其
釈
︒
敢

不
可
狐
疑
︒
凡
仏
法
教
証
二
道
平
等
差
別
︒
高
祖
所
釈
無
偏
頗
︒
何
是
難
哉
︒
若
然
者
遠
天
台
祖
師
智
者
禅
師
立
四
教
判
一
代

為
難
耶
︒
近
公
先
師
仁
和
尚
受
師
説
立
顕
示
秘
密
二
教
難
哉
︒
以
公
拂
蠡
擬
酌
高
祖
智
海
甚
為
難
︒
抑
有
何
因
縁
動
吐
此
狂
言

哉
︒

【訓
読
文
】

大
師
︑﹃
大
日
経
﹄
の
心
続
生
の
次
第
に
依
り
て
諸
経
の
浅
深
を
判
ず
︒
ま
た
︑﹃
釈
摩
訶
衍
論
﹄
の
五
番
問
答
を
以
て
︑
仏
果

の
明
昧
を
断
ず
︒
経
論
に
道
理
有
る
が
故
な
り
︒
疏
家
は
そ
の
釈
を
成
ず
る
に
︑
敢
え
て
狐
疑
す
べ
か
ら
ず
︒
凡
そ
仏
法
と
教
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証
の
二
道
は
平
等
と
差
別
な
り
︒
高
祖
の
所
釈
に
偏
頗
無
し
︒
何
ぞ
こ
れ
を
難
ず
る
や
︒
若
し
然
ら
ば
遠
く
は
天
台
祖
師
の
智

者
禅
師
︑
四
教
を
立
し
て
一
代
を
判
ず
る
を
難
と
為
す
や
︒
近
く
は
公
の
先
師
・
仁
和
尚
︑
師
説
を
受
け
て
顕
示
・
秘
密
の
二

教
を
立
つ
る
を
難
ず
る
や
︒
公
︑
拂
や
蠡
を
以
て
︑
高
祖
の
智
海
を
酌
む
に
擬
す
︒
甚
だ
難
と
為
す
べ
し
︒
抑
も
何
の
因
縁
有

り
て
︑
動
も
し
て
こ
の
狂
言
を
吐
か
ん
や
︒

信
証
は
こ
の
よ
う
に
︑
実
範
と
異
な
る
視
点
か
ら
非
常
に
辛
辣
で
痛
烈
な
文
言
に
よ
る
論
駁
を
繰
り
広
げ
て
い
る
︒
以
下
そ
の
大

筋
を
述
べ
る
︒
空
海
は
﹃
大
日
経
﹄
の
心
続
生
の
次
第
に
依
っ
て
諸
経
の
浅
深
を
判
じ
︑﹃
宝
鑰
﹄
で
は
さ
ら
に
﹃
釈
論
﹄
五
重
問

答
を
も
っ
て
︑
仏
果
の
明
昧
︵
果
極
の
高
下
︶
を
段
階
的
に
断
じ
て
い
る
と
い
う
︒
空
海
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
︑
当
然
善
無
畏
も

経
論
の
道
理
に
従
っ
て
解
釈
し
て
い
る
の
だ
か
ら
︑
経
論
の
道
理
を
敢
え
て
狐
疑
す
べ
き
で
は
な
い
の
で
あ
る
︒
仏
法
と
教
証
と
い

う
二
つ
の
道
理
は
︑
平
等
と
差
別
の
こ
と
で
あ
る
︒
空
海
の
解
釈
は
︑
一
方
に
偏
る
こ
と
が
な
い
の
に
な
ぜ
安
然
は
こ
れ
を
非
難
す

る
の
だ
ろ
う
か
︒
も
し
安
然
が
一
方
に
偏
る
こ
と
の
な
い
道
理
に
従
っ
た
説
を
も
非
難
す
る
と
い
う
な
ら
ば
︑
そ
れ
は
遠
い
昔
の
天

台
の
祖
師
で
あ
る
智
者
禅
師
︵
智
顗

︶
の
四
教
の
教
判
も
非
難
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
︒
近
年
で
は
安
然
自
身
の
師
で
あ
る
円
仁
が
︑

自
身
の
師
の
説
を
受
け
て
顕
示
・
秘
密
の
二
教
を
立
て
た
こ
と
を
︑
安
然
は
非
難
し
た
り
す
る
の
だ
ろ
う
か
︒
安
然
は
実
は
拂
︵
は

た
き
︶
や
蠡
︵
ひ
さ
ご
を
割
っ
た
器
︶
と
い
っ
た
頼
り
な
い
も
の
で
︑
空
海
の
智
慧
の
海
を
酌
み
き
っ
た
よ
う
に
振
る
舞
う
が
︑
こ
れ

は
全
く
酌
む
こ
と
な
ど
出
来
て
い
な
い
の
で
あ
っ
て
︑
非
常
に
難
の
あ
る
こ
と
で
あ
り
到
底
納
得
は
い
か
な
い
の
で
あ
る
︒
そ
も
そ

も
な
ぜ
︑
何
の
因
縁
が
あ
っ
て
こ
の
よ
う
な
狂
言
を
安
然
は
吐
く
の
だ
ろ
う
か
︑
と
︒

こ
の
論
駁
か
ら
あ
る
重
要
な
事
項
が
分
か
る
︒
そ
れ
は
信
証
に
よ
る
と
︑
空
海
が
﹃
大
日
経
﹄
心
続
生
段
に
よ
っ
て
諸
経
の
浅
深

を
︑﹃
釈
論
﹄
五
重
問
答
に
よ
っ
て
仏
果
の
明
昧
を
示
し
た
こ
と
は
︑
経
論
の
道
理
に
従
っ
て
判
断
し
た
こ
と
と
い
う
︒
こ
の
教
理

の
浅
深
と
果
極
の
高
下
に
分
け
て
︑
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
論
駁
す
る
方
法
は
実
範
と
共
通
す
る
が
︑
信
証
が
果
極
の
高
下
の
論
拠
に
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﹃
釈
論
﹄
五
重
問
答
を
選
ん
だ
こ
と
は
決
定
的
な
違
い
で
あ
る
︒

ま
た
そ
の
空
海
の
行
っ
た
教
判
と
同
様
に
︑
疏
家
で
あ
る
善
無
畏
・
一
行
ら
も
同
じ
よ
う
に
︑
経
論
の
道
理
に
従
っ
て
解
釈
を
し

て
い
る
と
し
て
︑
並
列
さ
せ
て
い
る
点
が
重
要
で
あ
る
︒
信
証
が
善
無
畏
・
一
行
の
経
論
に
対
し
て
解
釈
す
る
態
度
と
︑
空
海
に
お

け
る
﹃
大
日
経
﹄
心
続
生
段
と
﹃
釈
論
﹄
五
重
問
答
の
解
釈
を
空
海
と
同
じ
と
す
る
こ
の
発
言
は
︑
大
変
興
味
深
く
様
々
な
新
し
い

問
題
を
提
起
す
る
こ
と
に
な
る
︒
そ
れ
は
︑
空
海
も
善
無
畏
も
正
し
く
経
論
の
道
理
に
立
脚
し
て
い
る
と
す
る
以
上
︑
十
住
心
思
想

に
お
け
る
﹃
釈
論
﹄
の
援
用
方
法
も
正
し
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
︑﹃
大
疏
﹄
も
し
く
は
﹃
義
釈
﹄
を
重
要
視
す
る
台
密
側
の
安
然

と
し
て
も
︑﹃
釈
論
﹄
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
︑
と
い
う
意
図
で
論
駁
し
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
︒
つ
ま
り
信
証
は
﹃
大
疏
﹄

の
解
釈
と
﹃
釈
論
﹄
五
重
問
答
が
十
住
心
思
想
に
お
い
て
密
接
に
関
係
し
て
お
り
︑
重
要
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
を
浮
か
び
上

が
ら
せ
て
い
る
の
で
あ
る
︒

後
世
に
撰
述
さ
れ
た
﹃
遮
難
抄
﹄
に
お
け
る
前
半
部
が
﹃
大
疏
﹄
の
解
釈
︑
後
半
部
が
﹃
釈
論
﹄
の
解
釈
の
大
き
く
二
つ
の
構
成

を
と
っ
て
い
る
が
︑
具
体
的
に
は
﹃
教
時
問
答
﹄﹁﹃
宝
鑰
﹄
の
二
失
﹂﹁﹃
宝
鑰
﹄
の
三
失
﹂
に
対
し
て
︑
後
半
部
で
詳
細
な
論
駁
が

展
開
さ
れ
る
︒
そ
の
論
駁
内
容
は
そ
れ
以
前
の
論
駁
書
に
は
見
ら
れ
な
い
ほ
ど
詳
細
で
あ
り
︑
信
証
の
﹃
住
心
鈔
﹄
で
触
れ
る
﹃
釈

論
﹄
の
記
述
を
最
大
限
に
生
か
し
た
も
の
と
思
え
る
の
で
あ
る
︒

よ
っ
て
今
後
は
︑
十
住
心
思
想
に
お
け
る
﹃
大
疏
﹄
と
﹃
釈
論
﹄
五
重
問
答
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
︑
そ
の
根
源
が
具
体
的
に
如

何
な
る
道
理
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
る
の
か
を
︑
慎
重
に
考
察
し
て
い
く
こ
と
が
筆
者
の
今
後
の
課
題
で
あ
る
︒

四
︑
ま
と
め

本
稿
で
は
触
れ
な
か
っ
た
が
︑
以
前
拙
稿
に
お
い
て
﹃
遮
難
抄
﹄
後
半
部
で
論
駁
さ
れ
る
﹁﹃
宝
鑰
﹄
の
二
失
｣・
｢﹃
宝
鑰
﹄
の
三

失
﹂
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
こ
と
が
る(

)︒
そ
こ
で
は
空
海
が
﹃
釈
論
﹄
を
真
撰
と
し
て
援
用
す
る
こ
と
に
対
し
︑
安
然
が
五
重
問

20
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答(

)の
中
で
説
か
れ
る
三
自
一
心
法
と
華
厳
仏
と
の
関
わ
り
か
ら
︑
第
九
住
心
に
華
厳
宗
を
配
釈
す
る
こ
と
を
矛
盾
と
し
て
批
判
す
る

21こ
と
を
概
観
し
た
︒
そ
の
上
で
安
然
の
﹃
釈
論
﹄
批
判
に
対
す
る
︑
東
密
側
か
ら
の
最
初
の
論
駁
が
﹃
遮
難
抄
﹄
に
他
な
ら
な
い
と

結
論
づ
け
た
︒
そ
の
根
拠
は
︑
信
証
と
同
じ
仁
和
寺
僧
で
あ
る
た
海
恵
︵
一
一
七
二
︱
一
二
〇
七(

)︶
の
﹃
密
宗
要
決
抄(

)﹄
の
﹃
釈
論
﹄

22

23

五
重
問
答
に
関
す
る
算
題
の
中
で
︑﹃
遮
難
抄
﹄
を
大
進
上
人
宗
観
と
い
う
作
者
名
と
と
も
に
引
用
す
る
こ
と
に
あ
る(

)︒
し
か
し

24

﹃
遮
難
抄
﹄
も
︑
実
際
は
何
ら
か
の
先
行
思
想
の
影
響
を
強
く
受
け
た
上
で
︑
安
然
の
﹃
釈
論
﹄
批
判
に
論
駁
し
た
の
で
は
な
い
か

と
い
う
疑
念
が
︑
新
た
に
浮
か
び
上
が
る
こ
と
に
な
っ
た
︒

光
明
山
寺
の
実
範
や
︑
そ
の
弟
子
の
重
誉
の
文
言
を
そ
の
ま
ま
﹃
遮
難
抄
﹄
で
は
使
用
し
て
い
る
た
め
に
︑
そ
れ
ら
の
影
響
を
受

け
て
い
る
と
い
う
の
は
自
然
な
判
断
で
あ
ろ
う
と
思
う
︒
し
か
し(

)﹃
釈
論
﹄
五
重
問
答
に
関
し
て
は
︑
管
見
で
は
﹃
要
義
鈔
﹄
や

25

﹃
十
住
心
論
鈔
﹄
に
そ
れ
に
関
す
る
言
及
は
な
さ
れ
て
い
な
い
︒
本
稿
で
確
認
し
た
通
り
︑﹃
釈
論
﹄
五
重
問
答
に
関
し
て
言
及
し
て

い
る
の
は
︑
信
証
﹃
住
心
鈔
﹄
に
お
け
る
﹃
教
時
問
答
﹄﹁
十
住
心
の
五
失
﹂
の
中
︑
最
後
の
第
五
失
へ
の
論
駁
で
あ
る
︒
よ
っ
て

﹃
遮
難
抄
﹄
が
宗
観
撰
述
で
あ
る
な
ら
ば
︑
宗
観
が
住
し
た
光
明
山
寺
の
先
学
か
ら
だ
け
で
な
く
︑
仁
和
寺
の
信
証
の
記
し
た
﹃
住

心
鈔
﹄
の
文
言
を
手
掛
か
り
に
︑
そ
れ
よ
り
一
歩
前
進
し
た
内
容
で
論
駁
を
ほ
ど
こ
し
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
︒
ま
た
﹃
遮
難
抄
﹄

の
作
者
は
安
然
の
批
判
に
対
し
︑
真
言
教
学
に
お
い
て
比
重
の
高
い
﹃
金
剛
頂
経
﹄
と
︑
及
び
そ
れ
に
密
接
に
関
わ
る
﹃
釈
論
﹄
五

重
問
答
に
つ
い
て
詳
細
に
論
駁
す
る
こ
と
に
よ
り
︑
か
え
っ
て
空
海
の
﹃
釈
論
﹄
解
釈
の
特
異
性
を
如
実
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ

と
が
で
き
た
︑
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒

今
回
の
考
察
で
新
た
に
加
わ
っ
た
課
題
が
あ
る
︒
そ
れ
は
﹃
遮
難
抄
﹄
の
前
半
部
﹁
十
住
心
の
五
失
﹂︑
つ
ま
り
主
に
﹃
大
疏
﹄

の
解
釈
に
関
す
る
問
題
と
︑
後
半
部
﹁﹃
宝
鑰
﹄
の
二
失
﹂﹁﹃
宝
鑰
﹄
の
三
失
﹂
つ
ま
り
主
に
﹃
釈
論
﹄
の
解
釈
に
関
す
る
問
題
は
︑

別
々
の
問
題
と
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︑
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and is still traceable in the studies of such representative scholars as

Shishio Enshin 獅子王圓信2 and Nasu Seiryu 那須政隆 .3 Nonetheless, one

gets the impression that the polemical dispute between modern academics

still retains an air of sectarian bias not unlike the works of many mediaeval

and pre-modern scholastics. This, I believe, actually hampers any effort to

tackle the problem in its essence.

My view is that the controversy surrounding the allotment of the

eighth and ninth stages brought significant changes to the understanding of

the theory of the ten stages of the thought of Awakening in its entirety. A

systematic view of the relevant opinions expressed by Tōmitsu (Shingon)

exponents from the end of the Heian period throughout the first half of the

Middle Ages as well as a good understanding of the background of the

ideas put forward by earlier scholars is indispensible in any endevour to

disentangle the intricacies surrounding this problem. This will, I hope,

ultimately help us to elucidate the original meaning of Kūkaiʼs theory and

its historical context.

The present paper is part of this larger research project. It mainly

deals with a critical text which may have influenced the Jū jū shanan shō十

住遮難抄, a work which I examined in some of my earlier studies.

for Postgraduate Buddhist Studies

Postgraduate Student,

International College

2 See ʻTai-Tō ryōmitsu no kyōhanshijō ni okeru ronsōʼ 台東両密の教判史上に於け

る論諍 (Mikkyō kenkyū 密教研究 39).

3 See ʻJū jū shin no kōsei ni tsuiteʼ 十住心の構成について (Chizan gakuhō智山学

報 4).
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Summary

On the Refutation Offered by the Tōmitsu 東密
(Shingon) Tradition to the Criticism of Its
Doctrine Concerning the Ten Stages of the

Thought [of Awakening] 十住心

HASHIMOTO Fumiko

Kūkai 空海 (774-835) developed his theory on the ten stages of the

thought of Awakening (Skt. bodhicitta; Ch. 菩提心) on the basis of the

passage on the generation of the mental flow 心續生段 found in the

Mahāvairocanasūtra 大日經 .1 It is organised into ten items which actually

encapsulate Kūkaiʼs views on the hierarchical classification of the Buddhist

teachings 教判 and provides a fundamental piece in the doctrinal system of

the Shingon school 眞言宗. Kūkai expounded this theory in the Himitsu

mandara jūjūshin ron 秘密曼荼羅十住心論 and the Hizō hōyaku 秘蔵寶鑰.

The former, usually considered to be the earlier work, has survived in an

unfinished form. There are quite a few details concerning its formation as

well as content which remain unclear.

Kūkaiʼ s theory of the ten stages of the thought of Awakening has

presented generations of scholars and followers us with many doctrinal

problems. Most notable is his allotment of the eighth stage (the so-called

ichidō mui jūshin 一道無爲住心) to the Tiantai/Tendai school 天台宗 and

the ninth one (goku mujishō jū shin 極無自性住心) to the Huayan/Kegon

華嚴 tradition. This hierarchy which became an unmovable truth for the

Shingon exponents was, quite understandably, unacceptable to the Tendai

followers. The long-standing controversy has continued into modern times

1 The sutra is contained in the Taishō Canon, vol. 18, pp. 1-55.


	橋本表紙元.pdf
	橋本本文元

